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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力多重化システムであって、
　電力多重化回路と少なくとも1つの制御回路とを備え、
　前記電力多重化回路が、
　　第1の電圧を有する第1の供給電力レールと、少なくとも1つの受電回路に結合された
出力電力レールとの間に結合された、第1の供給選択回路と、
　　第2の電圧を有する第2の供給電力レールと、前記出力電力レールとの間に結合された
、第2の供給選択回路とを備え、
　　前記第1の供給選択回路が、第1のドライブ強度インジケータに基づく第1のドライブ
強度において、前記出力電力レールに、前記第1の供給電力レールにおける前記第1の電圧
を選択的に駆動し、前記第1の供給選択回路の出力インピーダンスを可変的に調整するよ
うに構成され、
　　前記第2の供給選択回路が、第2のドライブ強度インジケータに基づく第2のドライブ
強度において、前記出力電力レールに、前記第2の供給電力レールにおける前記第2の電圧
を選択的に駆動し、前記第2の供給選択回路の出力インピーダンスを可変的に調整するよ
うに構成され、
　　前記第1の供給選択回路は、さらに、第1のダイオードドロップ接続が確立されている
間に、前記第1の供給選択回路を介した前記出力電力レールへの電力供給から前記第2の供
給選択回路を介した電力供給にスイッチングするための供給電力レールスイッチイネーブ
ル状態を示す供給電力レールスイッチ信号に応答して、前記第1の供給電力レールと前記
出力電力レールとの間の第1のダイオードドロップ接続を確立するように構成されたダイ
オードドロップ制御回路を備え、
　前記少なくとも1つの制御回路は、
　　しきい値電圧未満の電圧レベルである前記第2の電圧に応答して、第1の供給電力レー
ル選択イネーブル状態を示す第1の供給電力レール選択インジケータを受信すること、
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　　前記しきい値電圧以上の電圧レベルである前記第2の電圧に応答して、第2の供給電力
レール選択イネーブル状態を示す第2の供給電力レール選択インジケータを受信すること
、
　　前記出力電力レールの出力電圧を監視すること、
　　前記第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第1の供給電力レール選択イ
ンジケータに応答して、
　　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の電圧レベルを、前記第1の供給選択回
路に関連付けられた第1の基準電圧レベルと比較し
　　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルと、前記第1の基準電
圧レベルとの前記比較に基づいて、前記第1のドライブ強度インジケータを選択的に生成
すること、および
　　前記第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第2の供給電力レール選択イ
ンジケータに応答して、
　　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルを、前記第2の供給選
択回路に関連付けられた第2の基準電圧レベルと比較し
　　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルと、前記第2の基準電
圧レベルとの前記比較に基づいて、前記第2のドライブ強度インジケータを選択的に生成
すること
を行うように構成された、電力多重化システム。
【請求項２】
　前記第1の供給選択回路が、前記第1の供給電力レールと、前記少なくとも1つの受電回
路に結合された前記出力電力レールとの間に結合された、第1の電力スイッチ回路を備え
、前記第1の電力スイッチ回路が、
　　前記第1のドライブ強度インジケータを受信すること、および
　　前記第1のドライブ強度インジケータに基づく前記第1のドライブ強度において、前記
出力電力レールに、前記第1の供給電力レールにおける前記第1の電圧を選択的に駆動する
こと
を行うように構成され、
　前記第2の供給選択回路が、前記第2の供給電力レールと前記出力電力レールとの間に結
合された、第2の電力スイッチ回路を備え、前記第2の電力スイッチ回路が、
　　前記第2のドライブ強度インジケータを受信すること、および
　　前記第2のドライブ強度インジケータに基づく前記第2のドライブ強度において、前記
出力電力レールに、前記第2の供給電力レールにおける前記第2の電圧を選択的に駆動する
こと
を行うように構成された、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項３】
　前記第1の電力スイッチ回路が第1の複数の電力ヘッドスイッチを備え、前記第1の複数
の電力ヘッドスイッチは、関連付けられたドライブ強度を各々が有し、前記第1の供給電
力レールと前記出力電力レールとの間に結合され、前記第1の複数の電力ヘッドスイッチ
の各々が、
　　前記第1のドライブ強度インジケータの関連付けられた第1の電力スイッチ選択信号を
受信すること、および
　　受信された前記関連付けられた第1の電力スイッチ選択信号に応答して、前記出力電
力レールに、前記第1の供給電力レールにおける前記第1の電圧を選択的に駆動すること
を行うように構成され、
　前記第2の電力スイッチ回路が第2の複数の電力ヘッドスイッチを備え、前記第2の複数
の電力ヘッドスイッチは、関連付けられたドライブ強度を各々が有し、前記第2の供給電
力レールと前記出力電力レールとの間に結合され、前記第2の複数の電力ヘッドスイッチ
の各々が、
　　前記第2のドライブ強度インジケータの関連付けられた第2の電力スイッチ選択信号を
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受信すること、および
　　受信された前記関連付けられた第2の電力スイッチ選択信号に応答して、前記出力電
力レールに、前記第2の供給電力レールにおける前記第2の電圧を選択的に駆動すること
を行うように構成された、請求項2に記載の電力多重化システム。
【請求項４】
　前記第1の複数の電力ヘッドスイッチが、第1の複数のトランジスタを備え、前記第1の
複数のトランジスタの各々が、第1のドレインと、第1のソースと、前記関連付けられた第
1の電力スイッチ選択信号を受信するように構成された第1のゲートとを備え、前記第1の
ゲートに印加された前記関連付けられた第1の電力スイッチ選択信号の電圧に応答して、
前記出力電力レールに、前記第1の供給電力レールにおける前記第1の電圧を駆動するよう
に構成され、
　前記第2の複数の電力ヘッドスイッチが、第2の複数のトランジスタを備え、前記第2の
複数のトランジスタの各々が、第2のドレインと、第2のソースと、前記関連付けられた第
2の電力スイッチ選択信号を受信するように構成された第2のゲートとを備え、前記第2の
ゲートに印加された前記関連付けられた第2の電力スイッチ選択信号の電圧に応答して、
前記出力電力レールに、前記第2の供給電力レールにおける前記第2の電圧を駆動するよう
に構成される、請求項3に記載の電力多重化システム。
【請求項５】
　低速ランプ回路をさらに備え、前記低速ランプ回路が、
　受信された前記関連付けられた第1の供給電力レール選択インジケータが、第1の電力ス
イッチ選択イネーブル状態を示すことに応答して、
　　前記第1のドライブ強度インジケータを受信し、
　　前記第1のドライブ強度インジケータのランピングレートを制御し、
　受信された前記関連付けられた第2の供給電力レール選択インジケータが、第2の電力ス
イッチ選択イネーブル状態を示すことに応答して、
　　前記第2のドライブ強度インジケータを受信し、
　　前記第2のドライブ強度インジケータのランピングレートを制御する
ように構成された、請求項3に記載の電力多重化システム。
【請求項６】
　前記低速ランプ回路が、
　　イネーブル入力上で受信された前記第1の電力スイッチ選択信号に応答して、ドライ
ブ強度インジケータを提供するように構成されたヘッドスイッチ制御回路と、
　　前記第1の電力スイッチ選択信号に応答して、前記ヘッドスイッチ制御回路により前
記ドライブ強度インジケータを提供することを制御するためにランプ制御信号を生成する
ように構成されたヘッドスイッチ回路と、
　　低速ランプ制御入力に結合される電流シンク回路であって、前記ドライブ強度インジ
ケータのランピングレートを制御するように構成された電流シンク回路と
を備える、請求項5に記載の電力多重化システム。
【請求項７】
　前記ダイオードドロップ制御回路が、供給電力レールスイッチディセーブル状態を示す
前記供給電力レールスイッチ信号に応答して、前記第1の供給電力レールと前記出力電力
レールとの間の前記第1のダイオードドロップ接続を切断するようにさらに構成される、
請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項８】
　前記第1の電圧が前記第2の電圧よりも高いことに応答して、前記ダイオードドロップ制
御回路が、前記供給電力レールスイッチイネーブル状態を示す前記供給電力レールスイッ
チ信号に応答して、前記出力電力レールにおける前記第1の電圧を下回るように、第2のし
きい値電圧の電圧を維持するようにさらに構成される、請求項1に記載の電力多重化シス
テム。
【請求項９】
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　前記第1の電圧が前記第2の電圧よりも低いことに応答して、前記ダイオードドロップ制
御回路が、前記供給電力レールスイッチイネーブル状態を示す前記供給電力レールスイッ
チ信号に応答して、前記出力電力レールから前記第1の供給電力レールへの電流フローを
防止または低減するようにさらに構成される、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項１０】
　前記ダイオードドロップ制御回路が、
　前記第1の供給選択回路の第1の電力レール選択入力に結合された、ダイオードドロップ
入力と、
　前記供給電力レールスイッチ信号を受信するように構成された、ダイオードドロップ制
御入力と、
　第1の電力出力に結合された、ダイオードドロップ出力と、
　前記供給電力レールスイッチイネーブル状態を示す前記供給電力レールスイッチ信号に
応答して、前記第1の電力レール選択入力と前記第1の電力出力との間に前記第1のダイオ
ードドロップ接続を確立するように構成された、前記ダイオードドロップ制御回路と
を備える、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項１１】
　前記少なくとも1つの制御回路が、第1の適応モード選択回路を備え、前記第1の適応モ
ード選択回路が、
　適応モードディセーブル状態を示す第1の適応モード選択信号に応答して、前記第1のド
ライブ強度インジケータを第1のバイパスドライブ強度インジケータとして選択的に提供
すること、および
　適応モードイネーブル状態を示す前記第1の適応モード選択信号に応答して、前記第1の
ドライブ強度インジケータを第1の適応ドライブ強度インジケータとして選択的に提供す
ること
を行うように構成される、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項１２】
　前記少なくとも1つの制御回路が、第2の適応モード選択回路をさらに備え、前記第2の
適応モード選択回路が、
　適応モードディセーブル状態を示す第2の適応モード選択信号に応答して、前記第2のド
ライブ強度インジケータを第2のバイパスドライブ強度インジケータとして選択的に提供
すること、および
　適応モードイネーブル状態を示す前記第2の適応モード選択信号に応答して、前記第2の
ドライブ強度インジケータを第2の適応ドライブ強度インジケータとして選択的に提供す
ること
を行うように構成される、請求項11に記載の電力多重化システム。
【請求項１３】
　前記第1の適応モード選択回路が、第1のマルチプレクサ回路を備え、前記第1のマルチ
プレクサ回路が、
　前記第1のバイパスドライブ強度インジケータを受信するように構成された、第1の入力
と、
　前記第1の適応ドライブ強度インジケータを受信するように構成された、第2の入力と、
　前記第1の適応モード選択信号を受信するように構成された、選択入力と、
　前記第1のドライブ強度インジケータを提供するように構成された出力と
を備え、
　前記第1のマルチプレクサ回路が、
　　前記適応モードディセーブル状態を示す、前記選択入力からの前記第1の適応モード
選択信号に応答して、前記第1の入力からの前記第1のバイパスドライブ強度インジケータ
を前記出力に選択的に提供すること、および
　　前記適応モードイネーブル状態を示す、前記選択入力からの前記第1の適応モード選
択信号に応答して、前記第2の入力からの前記第1の適応ドライブ強度インジケータを前記
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出力に選択的に提供すること
を行うように構成される、請求項11に記載の電力多重化システム。
【請求項１４】
　前記少なくとも1つの制御回路が、
　前記出力電圧と基準出力電圧との間の電圧レベルにおける比較を示す比較出力信号を生
成するように構成された、比較器回路と、
　前記比較出力信号に基づいて、前記電圧レベルを示すカウンタのカウンタ値を更新し、
前記出力電圧の前記電圧レベルを示すドライブ強度インジケータを生成するように構成さ
れた、カウンタ回路と、
　前記第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第1の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記ドライブ強度インジケータを備える前記第1のドライブ強度イ
ンジケータを生成するように構成された、前記少なくとも1つの制御回路と
を備える、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項１５】
　前記少なくとも1つの制御回路が、
　前記第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第2の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、ドライブ強度インジケータを含む前記第2のドライブ強度インジケ
ータを生成するようにさらに構成された、請求項14に記載の電力多重化システム。
【請求項１６】
　前記少なくとも1つの制御回路が、受信されたコードワードに基づいて、前記基準出力
電圧を生成するように構成された、デジタルアナログ変換器(DAC)回路をさらに備える、
請求項14に記載の電力多重化システム。
【請求項１７】
　前記カウンタ回路が、受信されたクロック信号に応答して前記カウンタの前記カウンタ
値を更新するようにさらに構成された、請求項14に記載の電力多重化システム。
【請求項１８】
　前記少なくとも1つの制御回路が、
　基準電圧に基づいて、第1の周波数における第1の制御電圧を生成するように構成された
、第1の電圧制御発振器(VCO)と、
　前記出力電力レールにおける前記出力電圧に基づいて、第2の周波数における第2の制御
電圧を生成するように構成された、第2のVCOと、
　状態機械回路であって、
　　前記第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第1の供給電力レール選択イ
ンジケータに応答して、前記第1の制御電圧の前記第1の周波数と、前記第2の制御電圧の
前記第2の周波数との比較に基づいて、前記第1のドライブ強度インジケータを生成するこ
と
を行うように構成された、状態機械回路と
を備える、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項１９】
　前記状態機械回路が、
　前記第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第2の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記第1の制御電圧の前記第1の周波数と前記第2の制御電圧の前記
第2の周波数との比較に基づいて前記第2のドライブ強度インジケータを生成するようにさ
らに構成された、請求項18に記載の電力多重化システム。
【請求項２０】
　前記状態機械回路が位相周波数検出器を備える、請求項18に記載の電力多重化システム
。
【請求項２１】
　前記第1の供給電力レールが、メモリ領域におけるメモリ電力供給から、メモリ電圧を
前記第1の電圧として受信するように構成されたメモリ供給電力レールを備え、
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　前記第2の供給電力レールが、論理領域における論理電力供給から、論理電圧を前記第2
の電圧として受信するように構成された論理供給電力レールを備え、
　前記少なくとも1つの受電回路が、少なくとも1つのメモリアレイを備え、
　前記少なくとも1つの制御回路が、
　　前記少なくとも1つのメモリアレイにおけるデータ保持のための前記しきい値電圧未
満の電圧レベルである前記論理電圧に応答して、第1の供給電力レール選択イネーブル状
態を示す前記第1の供給電力レール選択インジケータを受信し、
　　前記少なくとも1つのメモリアレイにおけるデータ保持のための前記しきい値電圧以
上の電圧レベルである前記論理電圧に応答して、第2の供給電力レール選択イネーブル状
態を示す前記第2の供給電力レール選択インジケータを受信するように構成され、
　前記第1の供給選択回路が、前記第1のドライブ強度インジケータに基づく第1のドライ
ブ強度において、前記出力電力レールに、前記メモリ供給電力レールにおける前記メモリ
電圧を選択的に駆動するように構成され、
　前記第2の供給選択回路が、前記第2のドライブ強度インジケータに基づく前記第2のド
ライブ強度において、前記出力電力レールに、前記論理電圧を選択的に駆動するように構
成される、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項２２】
　システムオンチップ(SoC)に組み込まれた、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項２３】
　　セットトップボックス、エンターテインメントユニット、ナビゲーションデバイス、
通信デバイス、固定ロケーションデータユニット、モバイルロケーションデータユニット
、全地球測位システム(GPS)デバイス、モバイルフォン、セルラーフォン、スマートフォ
ン、セッション開始プロトコル(SIP)フォン、タブレット、ファブレット、サーバ、コン
ピュータ、ポータブルコンピュータ、モバイルコンピューティングデバイス、装着型コン
ピューティングデバイス、デスクトップコンピュータ、携帯情報端末(PDA)、モニタ、コ
ンピュータモニタ、テレビ、チューナー、ラジオ、衛星ラジオ、音楽プレーヤ、デジタル
音楽プレーヤ、ポータブル音楽プレーヤ、デジタルビデオプレーヤ、ビデオプレーヤ、デ
ジタルビデオディスク(DVD)プレーヤ、ポータブルデジタルビデオプレーヤ、自動車、車
両構成要素、アビオニクスシステム、ドローン、およびマルチコプターからなるグループ
から選択されたデバイスに組み込まれた、請求項1に記載の電力多重化システム。
【請求項２４】
　電力多重化システムであって、
　第1のドライブ強度インジケータに基づく第1のドライブ強度において、出力電力レール
に、第1の供給電力レールにおける第1の電圧を選択的に駆動するための第1の供給手段と
、
　第2のドライブ強度インジケータに基づく第2のドライブ強度において、前記出力電力レ
ールに、第2の供給電力レールにおける第2の電圧を選択的に駆動するための第2の供給手
段と、
　第1のダイオードドロップ接続が確立されている間に、前記第1の供給手段を介した前記
出力電力レールへの電力供給から前記第2の供給手段を介した電力供給にスイッチングす
るための供給電力レールスイッチイネーブル状態を示す供給電力レールスイッチ信号に応
答して、前記第1の供給電力レールと前記出力電力レールとの間の第1のダイオードドロッ
プ接続を確立するための手段と、
　しきい値電圧未満の電圧レベルである前記第2の電圧に応答して、第1の供給電力レール
選択イネーブル状態を示す第1の供給電力レール選択インジケータを受信するための手段
と、
　前記しきい値電圧以上の電圧レベルである前記第2の電圧に応答して、第2の供給電力レ
ール選択イネーブル状態を示す第2の供給電力レール選択インジケータを受信するための
手段と、
　前記出力電力レールの出力電圧を監視するための手段と、
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　前記第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第1の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記出力電力レールにおける前記出力電圧の電圧レベルを、第1の
供給選択回路に関連付けられた第1の基準電圧レベルと比較するための手段と、
　前記第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第1の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記出力電力レールにおける前記出力電圧の電圧レベルを、前記第
1の基準電圧レベルと比較するための手段に基づいて、前記第1のドライブ強度インジケー
タを選択的に生成するための手段と、
　前記第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第2の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルを、第
2の供給選択回路に関連付けられた第2の基準電圧レベルと比較するための手段と、
　前記第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第2の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルを、前
記第2の基準電圧レベルと比較するための手段に基づいて、前記第2のドライブ強度インジ
ケータを選択的に生成するための手段と
を備える、電力多重化システム。
【請求項２５】
　電力多重化回路における供給電力レールから受電回路への多重化電力のドライブ強度を
適応制御する方法であって、
　出力電力レールの出力電圧を監視するステップと、
　第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す第1の供給電力レール選択インジケータ
に応答する、
　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の電圧レベルを、第1の供給選択回路に関
連付けられた第1の基準電圧レベルと比較するステップ、
　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルと、前記第1の基準電圧
レベルとの前記比較に基づいて、第1のドライブ強度インジケータを選択的に生成するス
テップ、および
　　前記第1の供給選択回路の出力インピーダンスを可変的に調整する前記第1のドライブ
強度インジケータに基づく第1のドライブ強度において、前記出力電力レールに、第1の供
給電力レールにおける第1の電圧を前記第1の供給選択回路により選択的に駆動するステッ
プと、
　第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す第2の供給電力レール選択インジケータ
に応答する、
　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルを、第2の供給選択回路
に関連付けられた第2の基準電圧レベルと比較するステップ、
　　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルと、前記第2の基準電圧
レベルとの前記比較に基づいて、第2のドライブ強度インジケータを選択的に生成するス
テップ、および
　　前記第2の供給選択回路の前記出力インピーダンスを可変的に調整する前記第2のドラ
イブ強度インジケータに基づく第2のドライブ強度において、前記出力電力レールに、第2
の供給電力レールにおける第2の電圧を前記第2の供給選択回路を介して選択的に駆動する
ステップと、
　しきい値電圧未満の電圧レベルである前記第2の電圧に応答して、第1の供給電力レール
選択イネーブル状態を示す第1の供給電力レール選択インジケータを生成するステップと
、
　前記しきい値電圧以上の電圧レベルである前記第2の電圧に応答して、第2の供給電力レ
ール選択イネーブル状態を示す第2の供給電力レール選択インジケータを生成するステッ
プと、
　第1のダイオードドロップ接続が確立されている間に、前記第1の供給選択回路を介した
前記出力電力レールへの電力供給から前記第2の供給選択回路を介した電力供給にスイッ
チングするための供給電力レールスイッチイネーブル状態を示す供給電力レールスイッチ
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信号に応答して、前記第1の供給電力レールと前記出力電力レールとの間のダイオードド
ロップ接続を確立するステップと
を含む、方法。
【請求項２６】
　前記第1の供給電力レールにおける前記第1の電圧を選択的に駆動するステップが、
　　前記第1のドライブ強度インジケータに基づき、第1の複数の電力ヘッドスイッチのう
ちの1つまたは複数の電力ヘッドスイッチを選択的に駆動するステップであって、前記第1
の複数の電力ヘッドスイッチの各々が、関連付けられたドライブ強度を有し、前記第1の
供給電力レールと前記出力電力レールとの間に結合される、ステップを含み、
　前記第2の供給電力レールにおける前記第2の電圧を選択的に駆動するステップが、
　　前記第2のドライブ強度インジケータに基づき、第2の複数の電力ヘッドスイッチのう
ちの1つまたは複数の電力ヘッドスイッチを選択的に駆動するステップであって、前記第2
の複数の電力ヘッドスイッチの各々が、関連付けられたドライブ強度を有し、前記第2の
供給電力レールと前記出力電力レールとの間に結合される、ステップを含む、請求項25に
記載の方法。
【請求項２７】
　第1の電力スイッチ選択信号に応答してドライブ強度インジケータを提供することを制
御するためにランプ制御信号を生成するステップと、
　前記ドライブ強度インジケータのランピングレートを制御するステップと
をさらに含む、請求項26に記載の方法。 
【請求項２８】
　供給電力レールスイッチディセーブル状態を示す前記供給電力レールスイッチ信号に応
答して、前記第1の供給電力レールと前記出力電力レールとの間の前記ダイオードドロッ
プ接続を切断するステップをさらに含む、請求項25に記載の方法。
【請求項２９】
　前記供給電力レールスイッチイネーブル状態を示す前記供給電力レールスイッチ信号に
応答して、および前記第1の電圧が前記第2の電圧よりも高いことに応答して、前記ダイオ
ードドロップ接続のために前記出力電力レールにおける前記第1の電圧を下回るように、
第2のしきい値電圧の電圧を維持するステップをさらに含む、請求項25に記載の方法。
【請求項３０】
　前記供給電力レールスイッチイネーブル状態を示す前記供給電力レールスイッチ信号に
応答して、および前記第1の電圧が前記第2の電圧よりも低いことに応答して、前記出力電
力レールから前記第1の供給電力レールへの電流フローを防止または低減するステップを
さらに含む、請求項25に記載の方法。
【請求項３１】
　適応モードディセーブル状態を示す第1の適応モード選択信号に応答して、前記第1のド
ライブ強度インジケータを第1のバイパスドライブ強度インジケータとして選択的に提供
するステップと、
　適応モードイネーブル状態を示す前記第1の適応モード選択信号に応答して、前記第1の
ドライブ強度インジケータを第1の適応ドライブ強度インジケータとして選択的に提供す
るステップと
をさらに含む、請求項25に記載の方法。 
【請求項３２】
　適応モードディセーブル状態を示す第2の適応モード選択信号に応答して、前記第2のド
ライブ強度インジケータを第2のバイパスドライブ強度インジケータとして選択的に提供
するステップと、
　適応モードイネーブル状態を示す前記第2の適応モード選択信号に応答して、前記第2の
ドライブ強度インジケータを第2の適応ドライブ強度インジケータとして選択的に提供す
るステップと
をさらに含む、請求項31に記載の方法。
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【請求項３３】
　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルと、前記第1の基準電圧レ
ベルとの前記比較に基づいて、前記第1のドライブ強度インジケータを選択的に生成する
ステップが、
　前記出力電圧と基準出力電圧との間の電圧レベルにおける比較を示す比較出力信号を生
成するステップと、
　前記比較出力信号に基づいて、前記電圧レベルを示すカウンタのカウンタ値を更新する
ステップと、
　前記出力電圧の前記電圧レベルを示すドライブ強度インジケータを生成するステップと
、
　前記第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第1の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記ドライブ強度インジケータを備える前記第1のドライブ強度イ
ンジケータを生成するステップと
を含む、請求項25に記載の方法。
【請求項３４】
　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルと、前記第2の基準電圧レ
ベルとの前記比較に基づいて、前記第2のドライブ強度インジケータを選択的に生成する
ステップが、
　前記出力電圧と基準出力電圧との間の電圧レベルにおける前記比較を示す比較出力信号
を生成するステップと、
　前記比較出力信号に基づいて、前記電圧レベルを示すカウンタのカウンタ値を更新する
ステップと、
　前記出力電圧の前記電圧レベルを示す第2の電力レールドライブ強度インジケータを生
成するステップと、
　前記第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第2の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記ドライブ強度インジケータを備える前記第2のドライブ強度イ
ンジケータを生成するステップと
を含む、請求項25に記載の方法。
【請求項３５】
　前記出力電力レールにおける前記出力電圧の前記電圧レベルと、前記第1の基準電圧レ
ベルとの前記比較に基づいて、前記第1のドライブ強度インジケータを選択的に生成する
ステップが、
　基準電圧に基づいて、第1の周波数における第1の制御電圧を生成するステップと、
　前記出力電力レールにおける前記出力電圧に基づいて、第2の周波数における第2の制御
電圧を生成するステップと、
　前記第1の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第1の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記第1の制御電圧の前記第1の周波数と、前記第2の制御電圧の前
記第2の周波数との比較に基づいて、前記第1のドライブ強度インジケータを生成するステ
ップと
を含む、請求項25に記載の方法。
【請求項３６】
　前記第2の供給電力レール選択イネーブル状態を示す前記第2の供給電力レール選択イン
ジケータに応答して、前記第1の制御電圧の前記第1の周波数と、前記第2の制御電圧の前
記第2の周波数との前記比較に基づいて、前記第2のドライブ強度インジケータを生成する
ステップをさらに含む、請求項35に記載の方法。
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